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はじめに 

 

 令和二年（二〇二〇）七月二十五日、桑名歴史案内人の会の主催で歴史講座『桑名藩幕末

物語』の第二回「高須松平家と桑名松平家」を開催させていただくことができ、あわせてテ

キストとして『松平定敬 ～謎多き一会桑政権の担い手～ （二）京都動乱』を上梓するこ

とができた。ご協力いただいた関係者の皆様に改めて感謝を述べたい。 

 二月二十二日の第一回「黒船来航」は、新型コロナウイルス感染症の拡大が懸念される中、

なんとか開催することができた。百六名もの参加申込がある中、当日の雨天もあって参加者

は八十六名に減少したが、アンケート結果は回答者六十八名のうち六十五名が「たいへん良

かった」「良かった」を選択いただき、予想を大きく上回る高い評価を頂戴することができ

た。 

 第一巻の序文において「広範な史料から垣間見える定敬の姿を拾い集めてその歩みを明

らかにし、波乱に満ちた（桑名藩主松平）定敬の人生を再構築」したい旨を述べたが、実際

に取り組んでみると、定敬が登場する史料、文献は非常に多く、その作業は困難を極めた。

率直な感想を述べれば、ほとんどの史料に定敬が登場していると感じてしまう程であり、あ

まりの史料の多さに私自身の能力と時間的余裕が追い付かなかった。そのような状況の中

でなんとか第二巻が完成した。 

 第二巻では、冒頭に第一巻執筆後に見つけ出した事項を補章として紹介し、第五章以降で

は文久四年（一八六四）四月の京都所司代就任から七月に発生した禁門の変までを採り上げ

る。わずか四か月という短い期間にも関わらず、京都では池田屋事件、禁門の変といった血

生臭い事件が連続して勃発した。このような動乱の京都において、歴史の表舞台に登場した

ばかりの定敬率いる桑名藩は手探りながらも必死に活路を見出していった。わずか十八歳

の少年定敬が目の当たりにした事件をあらゆる史料を用いて時系列で再現していく。 

 さいごに、膨大な史料から定敬の伝記をまとめるという終わりのない作業を続けるうち、

私には希望も見えた。私個人の作業でさえこれほどに多くの史料から定敬の歩みを見出せ

るのであれば、定敬を中心とした桑名藩の幕末における動向に関する修史事業も不可能と

は思えなくなったのである。本書を手にした方が定敬や桑名藩に関心を抱き、いつか桑名に

おける修史事業を成し遂げてくれれば、この上ない喜びである。 

末尾ながら本講座開催に協力いただいた社会福祉法人桑名市社会福祉協議会の皆様にも

心より感謝申し上げたい。 

 

令和二年（二〇二〇）七月二十五日  

 

 郷土史研究家  西村 健二 
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